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Abstract
  Purpose: The purpose of this study was to determine the status of anti-doping (AD) 
knowledge and education, and the use of and compliance with drugs and supplements 
that contribute to doping among physical education university students. Methods: 561 
participants (351 males and 210 females) belonging to athletic clubs were asked to com-
plete the e-learning: Athlete Learning Program about Health & Anti-Doping (ALPHA) 
test developed by the World Anti-Doping Agency. Ten or more correct answers out of 12 
questions were considered as the successful group, and nine or less correct answers were 
considered as the failed group. They were asked to answer a total of 13 questions catego-
rized as "Attributes," "Opportunities to obtain AD information," "Prescription drugs," "OTC 
drugs," and "Dietary supplements. Statistical analysis was performed using Mann-Whit-
ney U test for two independent groups and Kruskal-Wallis test for multiple independent 
groups. Multiple comparisons were made between the groups using the Bonferroni meth-
od. Results: Among 188 students who had participated in doping-tested competitions, 141 
students (75.00%) were categorized as the failed group,and thus a high number of stu-
dents with low AD knowledge participated in doping-tested competitions.The mean score 
of the group with AD education experience was significantly higher (p < 0.01), indicating 
that AD education is essential for improving AD knowledge. Furthermore, the mean 
score was higher when the frequency of checking whether a drug contained a prohibited 
substance was higher, but only around 20% of the successful group always checked or 
consulted. Conclusion: In the future, it will be necessary not only to provide AD education 
based on the Code, but also to educate them on how to use medicines and other substanc-
es that are factors in doping violations and how to check for prohibited substances.
  Keywords:  anti-doping, athletic college students, education, pharmaceuticals, supple-
ments
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Ⅰ．はじめに
World Anti-Doping Agency: 世 界 ア ン
チ・ドーピング機構（以下、WADA）は、
ドーピング検査で違反が疑われる分析報
告：Adverse Analytical Finding（ 以 下、
AAF）が年々増加し、2018 年は過去最多
の 4896 件であると公表した 1）。
日本のドーピング違反は諸外国と比べ
ると多くはないが、毎年ドーピング違反者
は後を絶たない。さらに学生アスリートの
ドーピング違反が増加しており、いずれも
アンチ・ドーピング（以下：AD）に関す
る正しい知識を身につけていれば予防でき
た事例であった。
AD 知識を身に付けるためには早期の教
育が最も有効な方法であると考えられて
いるが、学生アスリートが AD 教育を受
ける機会は限られている 2 ～ 5）。また、AD
知識の理解度を調査するにも World Anti-
Doping Code：AD 規則（以下：Code）を
網羅しているテストや質問紙がないことが
先行研究で指摘されている 3）、6）。
2018 年 WADA は Code を 正 し く 身 に
つ け る e- ラ ー ニ ン グ：Athlete Learning 
Program about Health & Anti-Doping（以
下、ALPHA）を開発した。その中に含ま
れている修了テストを回答することにより
Code の理解度を判定できるようになった。
しかし、ALPHA 修了テストを使用して学
生アスリートの AD 理解度を評価した研究
は少なく、ドーピング違反の要因となる医
薬品、サプリメントなどの使用、遵守状況
との関係性を調査した研究は極めて少ない。
Ⅱ．目的
ALPHA の修了テストを実施し、学生ア
スリートの AD 理解度と AD 教育の状況、
ドーピングの要因となる医薬品、サプリメ
ントの使用状況、遵守状況との関係性につ
いて明らかにする。さらに、①ドーピング
検査対象大会に出場しているが Code を十
分に理解している学生は少ない、②ドーピ
ング検査対象大会に出場しているにもかか
わらず AD 教育を受けたことがない学生が
いる、③ ALPHA の得点が高い群（10 点
以上）は、医薬品に禁止物質が含まれてい
るか確認することや医師や薬剤師に相談を
おこなう頻度が高い、以上 3 つの仮説を検
証し、現在の学生アスリートの AD 理解度、
AD 教育の現状の報告と今後の AD 教育・
啓発活動のための資料作成を目的とした。
Ⅲ．方法
１．対象
ドーピング検査対象大会に出場する機会
の多い体育系大学 S 大学の運動部に所属す
る 19 部 561 名（男性 351 名、女性 210 名）
を対象とした。
調査は 2020 年 10 月から 11 月に実施し
た。本研究のみに使用する Google アカウ
ントを作成後、Google Forms（以下、フォー
ム）を使い回答を収集した。フォームには
テスト項目とアンケート項目を作成し、被
験者には調査をおこなう前に研究内容、個
人情報保護、同意の撤回に関する説明を実
施した。調査は個人を特定できないよう無
記名調査とし、同意の確認はフォーム内に
ある「研究参加についての同意」にチェッ
クを入れることで同意を得たとした。なお、
本研究は仙台大学倫理委員会の審査を受け
承認を得て実施した。
２．テスト項目
ALPHA に含まれる 12 問 4 者択一の修
了テストを使用した。e ラーニングでは 12
問中 10 問以上の正解で修了となるため、
本研究でも 10 問正解を基準とし、10 問以
上の正解を合格群、9 問以下を不合格群に
分けた。
ALPHA に関する著作権は WADA が所
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有しているため、使用に関して WADA に
申請し承諾を得た。
３．アンケート項目
項目は「被験者の属性」、「AD 情報取得
機会」、「医療用医薬品」、「一般用医薬品」、
「サプリメント」に分類した 13 問を作成し、
複数回答可形式で実施した。
１）被験者の属性
現在所属している部活動、その部活動で
の最高成績、ドーピング検査経験の有無の
回答を求めた。最高成績は 1. 地区・県大会、
2. 地方大会、3. 全国大会ドーピング検査な
し、4. 全国大会ドーピング検査あり、5. 国
民体育大会、全日本大会、国際大会に分類
した。
ドーピング検査経験について、競技会外
検査 ( 競技会以外での、アスリートの自宅
やトレーニング場所において実施される検
査）、競技会検査 ( 競技会において実施さ
れる検査 ) を区別せず、いずれか受けたこ
とがあれば「ある」と回答を求めた。
２）AD 情報取得機会
AD に関する情報取得機会に関して、先
行研究を参考にした 8 項目に「授業や講義
を受けた」、「その他」、「AD に関する情報
を受け取ったことがない」の 3 項目を追加
し、計 11 項目複数回答可とした 7）。
AD に関する教育 ( 授業、講義、外部講
師など ) 経験に関して、（一度もない , ある）
いずれかで回答を求めた。
AD に関する教育の経験に「ある」と答
えた者にのみだけ教育時間を回答すること
ができるように設定し、質問は調査対象で
ある S 大学のカリキュラムを参考とした。
３）医療用・一般用医薬品
厚生労働省の定義を参考にし「医師若し
くは歯科医師によって使用される又はこれ
らの者の処方せん若しくは指示によって使
用されることを目的として供給される医薬
品」を医療用医薬品とし、「医療用医薬品
として取扱われる医薬品以外の医薬品」を
一般用医薬品とした。
禁止物質確認頻度に関して、「一般用医
薬品に禁止物質が含まれているかどうか自
らインターネットで調べる若しくは医師や
薬剤師に相談をおこなうか」回答を求めた。
また、医療用医薬品譲渡、譲受医薬品使
用経験について、先行研究を参考に回答を
求めた 8）。
インターネットを使用した一般用医薬品
の購入に関して、（一度もない , ある ) いず
れかで回答を求めた。
４）サプリメント
サプリメントの使用有無について、回答
を求め、海外製サプリメントに関する質問
では、サプリメントの使用有無で「使用し
ている」と答えた者にのみ回答できるよう
に設定し、回答を求めた。
４．統計処理
ALPHA テストの結果と各質問事項の
正規性を確認するために、Kolmogorov-
Smirnov 検定をおこなったところ、正規分
布は認めなかった。そのため、独立した
2 群の比較は Mann–Whitney U 検定、独
立した多群の比較は Kruskal-Wallis 検定
を使用した。多重比較の場合にはさらに
Bonferroni 法を使用し各群間を比較した。
各検定は有意水準 5％とした。
Ⅳ．結果
１．ALPHA テスト
平均点は 7.45 点（SD = 2.20）、不合格群
の割合は 83.42％（N = 468）、満点は 1.07％
（N = 6）であった（図 1）。
また、ドーピング検査対象大会出場者
の ALPHA テストの平均点は 7.83 点（SD 
= 2.33）、不合格群の割合は 75.00％（N = 
141）であった（図 2）。
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２． AD 教育経験、教育時間と ALPHA テ
ストの比較
AD 教育経験、教育時間と ALPHA テ
ストの平均点を示す（表 1、2）。AD 教育
を受けたことがある群のほうが平均点は
高く、有意差を認めた（p < 0.001, η２ = 
0.19）。しかし、ドーピング検査対象大会に
出場したことがある被験者の AD 教育経験
の有無を調べたところ、16.49％（N = 31）
が AD 教育を受けたことがないと回答し
た。また、AD 教育時間は男女ともに「180
分以上」で最も平均点が高く、有意差を認
めた（p < 0.001）。
３． 医療用・一般用医薬品の禁止物質確認
方法と ALPHA テストの比較
医療用・一般用医薬品の禁止物質確認方
法と ALPHA テストの平均点では、「禁止
物質が含まれているかどうかいつも確認し
たり相談したりする」群が最も平均点が高
く、有意差を認めた（p < 0.001）（図 3、4）。
しかし、合格群のうち、いつも調べたり
相談したりしていた被験者は、19.35％～
20.43％であった。
４． 医療用・一般用医薬品の譲渡、譲受使
用経験と ALPHA テストの比較
医療用・一般用医薬品の譲渡、譲受使用
経験と ALPHA テストの平均点ではどちら
も有意差を認めなかった。
５． 医薬品のインターネット購入経験と
ALPHA テストの比較
医薬品のインターネット購入経験と
ALPHA テストの平均点では有意差を認め
なかった。
図 1．ALPHAテストの結果
　　　10点以上の合格者は 93人（16.53％）であった
図 2．検査対象大会出場経験のある被験者のALPHAテストの結果
　　　188人中、合格者は 47人（25.00％）であった
表 1．AD教育経験とALPHAテストの得点の比較
表 2．AD教育時間とALPHAテストの得点の比較
図 3．ALPHAテスト合格群の禁止物質確認方法（医療用）
　　　93 名中、いつも調べたり相談しているのは医療用で 19.35％
であった
図 4．ALPHAテスト合格群の禁止物質確認方法（一般用）
　　　93名中、いつも調べたり相談しているのは 20.43％であった
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６． サプリメント・海外製サプリメントの
摂取状況と ALPHA テストの比較
サプリメント・海外製サプリメントの摂
取状況と ALPHA テストの平均点では、ど
ちらも有意差を認めなかった。
Ⅴ． 考察
１． 体育系大学学生の AD 理解度について
ドーピング検査対象大会に出場経験のあ
る被験者の ALPHA テスト平均点と不合格
率から仮説①（ドーピング検査対象大会に
出場しているが Code を十分に理解してい
る学生が少ない）を支持すると考えられる。
ドーピング検査対象大会に出場経験の
ある被験者 188 人のうち、21 人がドーピ
ング検査の経験があると回答しており、体
育系大学学生はドーピング検査対象者に選
ばれる可能性は高い。しかし、被験者の
75.00％が Code を理解していなかったこと
から、早急な AD 知識の普及・啓発活動が
必要であると考えられる。
２．AD 教育と AD 理解度について
本研究では AD 教育を受けたことがあ
る学生は有意に平均点が高く、AD 教育
は Code の普及・啓発活動に有効な方法
であると考えられる。しかし、被験者の
16.76％が AD 教育を一度も受けたことが
ない、35.65％が講義や授業では受けたこと
がないと回答しており、仮説②（ドーピン
グ検査対象大会に出場しているにもかかわ
らず AD 教育を受けたことがない学生がい
る）を支持すると考えられる。また、先行
研究においても 31.09％～ 41.08％が AD 教
育を受けたことがないと回答しており、一
部の高等学校では AD に関する授業をおこ
なっていないことがわかった 6）、9）。
先行研究では、AD 教育を 60 ～ 120 分
の限られた時間では十分に授業をおこなう
ことができなかったと報告しており 10）、
11）、本研究の結果を考慮すると、少なく
とも 180 分以上の教育が必要であると考え
られる。2018 年には AD 教育を受けたこ
とがない学生アスリートが Code を理解し
ておらずドーピング違反になった例もあ
り、AD 教育はドーピング違反を起こさな
いためにもすべての学生アスリートに実施
される必要がある。
３． 医療用・一般用医薬品と AD 理解度に
ついて
禁止表国際基準は毎年 1 回以上更新、そ
して新薬が追加される。また、これまで禁
止物質ではなかったものが禁止物質となる
場合もある。そのため、医薬品を使用する
前には必ず禁止物質が含まれているかどう
か確認しなければならない。
医薬品に禁止物質が含まれているかど
うか調べる頻度が高いほど Code を理解し
ていることが明らかとなったが、合格群の
うちいつも調べたり相談したりしていたの
は 20％前後であった。そのため、仮説③
（ALPHA の得点が高い群（10 点以上）は、
医薬品に禁止物質が含まれているか確認す
ることや医師や薬剤師に相談をおこなう頻
度が高い）を支持できない結果となった。
以上の結果から、常用している医薬品
であっても使用する際は、禁止物質が含ま
れているかどうか必ず確認することをアス
リートに周知させることが必要であると考
えられる。また、禁止物質が不確実な場合
は、スポーツファーマシストに確認するこ
とを周知させる必要があると考えられる。
Ⅵ．結論
現在の体育系大学学生アスリートは
Code を十分理解していない、AD 教育を
受けたことがない学生アスリートがドーピ
ング検査対象大会に出場している場合があ
る。また、AD 知識を十分理解していたと
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しても、ドーピング違反防止に努めている
学生アスリートは少ないことが明らかと
なった。
学生アスリートのドーピング違反を減少
させ、ドーピングのないスポーツを普及発
展させていくためには、Code に基づいた
AD 教育だけではなく、ドーピング違反の
要因となる医薬品などの使用の注意点や使
用方法、禁止物質の確認についての教育を
競技レベルに関わらず、早い時期からおこ
なうことが必要であると考えられる。
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